
グラフは，患者数と医師数で軸が異なるので注意（第２軸設定）

↓患者数 医師数↓ 必要医師数は，実際の計算式で計算したものではない。（わかりやすいよう数値を設定）

１５％差があるときは３月を
除外して計算

　１月～３月→（例）１１０人
１２月～２月→（例）１００人

（３月などに駆け込み等で急増した場合を想定）

９０％に下げる
特例

第５０条特例のイメージ

直近３か月の
中に飛び抜
けて高い月が
あるとき

医療整備課医務班

平成24年度

　今年度（震災の影響が落ち着いた）

特例方法

直近４か月

第19条特例のイメージ

震災前

平成23年度

震災前（平常時）

震災後の1年間

患者数（年間）
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平均値 

例：１００人 

平成23年度 

平均値 

例：１５４人 
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医師必要数 

例：５人 

平成24年度の 

医師必要数 

例：８人 

（前年＋３人） 

震災後，患者が増加したた

め必要以上の医師が必要に

なる 
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前年度の平均値 

例：１５４人 直近３か月→ １００人 

患者数が平常時

に戻った時点の

月を用いる 
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医師数アップ５人→８人 

一番多い月（例：３月） 二番目に多い

１２月～２月で 

計算できる 

震災増加分 
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（例） 

本来必要な医師数 

１０人 
↓ 

現状（不足） 

６．９人 

（充足率６９％） 

平常時の患者

必要医師数 

患者数が平常時に

戻ったのに医師数を

多くしなくてはいけな

い 

（例） 

本来必要な医師数 

９人 （１０×９０％） 
↓ 

現状（不足） 

６．９人 

（充足率７６％） 

７０％を切ると 

診療報酬減算 
必要医師数を満たしていないが，充足率７０％ 

を超えるので診療報酬減算回避 

医師必要数を 

１０人から９人にできる 

必要医師数は，前年度の平

均値を元にで計算する。 


